
この説明害の裏表おが保証含になつ 
ています。内容をよくご確認のうえ、 
大切に保存してくださし、。 


電さジャー巧ガス炊飯器^ 

品を RR -05 MKT 2 - RR -07 MKT 2 - RR -10 MKT 2 

取扱説明書 



ご使用前に必ずこの説明書をよくお読みの 
ラえ、正しくお使いください。 






ごおいをつ 

このたびは、リンナイ電子ジャー付ガス炊飯器をお買い上げいただきまし 
てありがとラございます。 

•ご使用の前に、この取扱説明書を必ずお読みいただき、正しくお使いく 
ださい。 

•本製品は家庭用なので、業務用のよ5な使い方をされまずと著し<寿命 
が短くなりまず。 

♦本製品は国内専用です。海列では使用でさません。 

•取お説明書を紛失した場をは、お買い上げの販売巧または当社の支社- 
支店-営業所-出張所にて再購入して<ださい。 


•ガスの強义でつつみかを 

カニ巧や、ラっずらでさるおこげはガスなら 
ではの強乂、おいしさの罰でず。 

♦たべごろ再加熱 

保温中のご飯をガスの強义でアツアツに温め 
直します。 

いつでち炊さたてのおいしさが再現でさま 
ず。 

•通常ほ活 

電気のみで約74での保温ミ忌度で12時間程度、 
おいしく保温しまず。 

• 18時囲保温（長時間な通） 

通常約74での保温温度を約71むに下げ、途中 
ガスを点乂します。 

ガスと電気のダブル保温で ニ オイ-黄ばみを 
おさえ、おいしさを長持ちさせまず。 

•巧きかた3通り 

♦洗米すぐ炊き：洗ってすぐのお米を炊く 

+日厶 

項 口 

•洗米おを炊さ：洗った後、じゅラぶん水に 
ひたしたお米を炊く場合 
♦お急ぎ炊き：とり急ざご飯がお、要なと 
き、洗ってずぐのお米を 
炊 < 場合 


D 



•各部の名称 . 

•時計の合わせかた- 
参使用前の準備 • 


巧いかた 


•ご飯の炊をかた洗米ずぐ… • 

♦ 洗米おを…. 

参 お急ぎ • 

♦ こげめ調節- 

参タイマー炊飯 . 

参保温通常保温 . 

♦ 18時間保温 . 

参 再加熱 . 

参上手に保溫しましょう . 

♦お手入れ . 


田つたとをは 


•こんな表示がでたとさは… • 
♦故障かな？と思ったときは • 
•仕様 • 個別ガス消費量 • 

•かお寸法 . 

•消耗部品について . 

•長期間使わないときは • 
参 アフターサービスに ついて- 
参保証書 . 




























安を上のごを意 


がずお守0<だをい 


この取扱説明書および製品には、お客さまや他の人々へのを害や財産への損害を未然に防止するために、 
いろいろな絵表示をしていまず。 

その表示は次のようになっていまず。巧容をよくご理解のうえ本文をお読みください。 


表示 


A 危険 


A 警告 


A ♦ > 

心王思 


意 


味 


この表示を無視しで、誤った取扱いをすると、人か’死 C 、 重傷を負ラ危お、 
または义巧の危ちか’差し担って生じることび想定されるの客を示しています。 


この表示をお視しで、誤った取扱いをすると、人が死亡、重傷を負ラ可能性、 
または义災の可能性か’想定されるの客を示しでいます。 


この表示を無視しで、誤った取扱いをすると、人か‘傷害を負ラ可能なや物的損害 
のみの発生び想定されるの客を巧しでいます。 


給表ちについて巧のよラな意ほびあります。 


A 一般的な 

を険•警告•注意 

A 感電ま意 


瓜火が注意の認的な嫁义気禁止〇滅子ぅ 
爪高温注意贼接臟止哦分離 it を麗プラグを 



A 警告 


■設置するときは可燃物との距離を確実に離す 

可燃物からの距離が近いと火災の原因となりまず。乂災予防条例で定められていまず。必ず守ってください。 
また可燃性の壁にステンレス板などを張った場合でも可燃物と同様の距離が必要です。 


参周囲の壁などび木材のよラな巧燃物の場合 

周囲の壁から1〇加!じ上、 

上ち 30 cmL 义 h がず __ 

離してください。 r - T - t ；； こ— 


〇 



参可燃物の壁か610抓な上、上方か6 
30011む上部せない場合 

防熱板を壁に取り付けてください。 

※防熱板については、 

お買い上げの販売店 &ち^ 

またはもよりの当な I 占 

にお問ぃ合わせくだ ison I J 

さい。 む上 


〇 


■機器を設置した後、周辺を巧造ずる場ちも設置基準を守る 

吊り戸棚などを付ける場合も巧旋物との距離を確実に離し基準をお守りください。 


■接続は必ず専用のガスコードを促用ずる 

おんだガスコードは博用しない。 

誤った接続は、ガス漏れや义災の原因となりまず。 


止しし I 扛続 


■ LP ガスは 2m な巧のガスコードで接爲してくださし、。 

■ LPG ■12A- 1 3AW 巧•のガス種の巧合はネジ接扇に 
なりまず。接病はお男し让げの巧売店で巧いまず。 


■ガス接続部に傷がついたり、巧れや異物び付 
着ずるとガス爲れの原因になりまず。ていね 
し、にお取巧いください。また、お使いにな6 
ないときは、お買い上げの原に取付け5れて 
いたキャッブをはめてください。 

■機器に接続しているガスコードのスリーブ 
(金属部）が置き台などに当ると巧け、ガス 
漏れの原因になりまず。ガスコードび確実に 
差しをまれていることを確認してください。 


!つた接続 


ガス用コ’ム管ゃビニール管の使用禁止 

ガス用ゴム管 


I 器具用スリムプラグ取付け禁止 

巧器本体 スリーブ 


幽 IfilBT 極 


I ゴム管用プラグ-カチットの取巧け禁止 

樓お本体 


晒!認■晒 


I ガスの接続びわか S ない場台はお買い上げの販売店または 
をよりのガス事業者(供を業者)にご連をください。 


ガスを測の接続 


® ガスをを H める ， 

W 夕擅> 冀諮農 

前[に引く 

•コン t ント g をがはホれるとガスさが a ま D まず e 


ガスコンセントについて 


疋'ガスをを M ける 

ときコンセント _ r ^ ぶ 

免手を•カチッ.=/ 巧- 

と音びするまで ' ノ 

拒実に差し込む ' 

>コンセント巧5*し这むと巧スさだ!!きます。 


r ガスコンセント J は、ガスコードなどを取付けると自画的に開をし、取かずと自動的に巧おしまず。 


♦ふたを開ける 
ふたのち側を 
巧しまず。 



♦巧付ける 
"カチッ"と 
音びするまで 
差し込みまず。 



♦取かず 
ち側にある 
ふたを巧し 
まず。 




















まを上のごを意 


化ずお巧 D < ださい 


A 警告 


•機器の上や周囲に調理ラック、力ーテン、紙•ふさん•タオルなどを機器にかぶせない。排 
ぶ<ろ、ペットボトル、調理油などの可燃物 気口の近<に調味料ラックなどを設置しない。 

やスプレ-などの引火性のちのは置かない。 不完を燃焼ゃ機器の損傷.义ぶの恐れがぁります。 
焦げたり燃えたりして乂災の原因となります。 ^ 



•分解*修理-改造は絡巧しない。 

修理-改造は高度な専門知識が必要でず。お客さまご 
自身では工具を使用して絶巧に分解したり修理 • 改造 
は行わないでください。異常作動してけがの原因とな 
ります。 


分度禁止 





•機器の給排気口やすき間にピンや針金などの•点火時に機器を確認ずる。 

金属物など異物を入れない。 かまをセットずる時、燃焼部にしゃもじやスプ_ン等 

感電や異萬動作してけがをすることがありまず。 しにとを確認ずる。異常燃焼や火災の原因 

le なります。 一\ 


0 





义災ミま活 



♦機器を水につけたり、水をかけたりしない。♦不を定な場所や新聞紙、ビニールシート、プ 
シヨート.感醒■不完を燃焼の原因となります。 ラスチック製品などの熱に弱いをのの上で使 

わない。 

^ 义災の原因となります。 


A 

感里を意 



0^遂 


瓜 


义躬主意 
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♦電源プラグは根元まで完全に差し込む。 

是し込みが不完全な場合、感聖■発熱による义災の原 
因にな0ます。 


〇 



♦使用をは消火を確認する 

使用後は必ず消火していることを確かめてください。 
ガスおち締めて < ださい。 


〇 


>電源プラグのほこりはふき取る。 
义災の原因となります。 


おいをホで 


〇 



争めれた手での巧を差しをしない。 

めれた手で里源プラグのおさ差しをしない。感里の原 
因にな0まず。 

コンセントに水などがかからないよラにしてください。 



け.スコード.雷原コードは巧韻器や他の機器の 
下側を通さない。他の熱源にふれない。^に 
巧り巧げたり、引っ張ったり、ねじったりしない。 
使用時は周囲び高温になり、ガスコード、 巧 源コード 
がとけてガス漏れや感電の原因になります。 


0 


夕 It /、 た 


A 警告 


•使用中の異常に気づいた場合。 

① 点义しなし、場合または、使用中に異常な燃焼、臭気、 
異常音を感じた場合、使用途中でミ肖火した場合は迅 
遠に使用を中止し、ガス栓を閉じる。 

② 故障表をと処置ち法 （27 ぺージ)。故障.異常の見 
分け方と処置方法に8ぺージ）に従い処置をしてく 
ださい。 

⑤上記の処置をしてち直らない場合は、使用を中止しお 
買上げの販売店または当社へ連緒ずる。 


〇霄 


ガス检を閉じる 



♦ I 炊飯中にはパ出はしないでぐださい。 
(タイマー 連乾時.保温時は除く） 


0 


賴 


♦電源コードは加工(切断して延長）したり、無 
理に巧げたり、たばねたりしない。 

•たこ足配線しない。 

义災•焉電-感電の原因となりまず。 


Q 



♦傷んだ電源コードや電源プラグ、是し込みの 
ゆるいコンセントは使用しない。 


を全上のごを意おずお守りください 














まを上のごを意 


がずお守0<だをい 


• * * 

A 注思 


♦不巧定な場所での使巧禁止。 

水平でま定した巧に設置してください。 

機器び傾いて、やけどやけびをする巧れがあります。 

♦棚の下など落下物のを険のある巧を避ける。 

機器の上に落ちたちのが燃えて、义がの原因になり 
ます。 


0 


♦窒緑センサー•感熱部はいつもきれいにする。 

巧れていたり蚊飯かまとのあいだに異物があると 
センサーが正常に面かないことが / 

ありまず。 

尝緑センサー 


♦炊飯中やの飯直をは、蒸気口に顔や手を近 
づけない。又の飯直をふたを開けるとさの 
蒸気にま意。 

扫户気口か6高温の蒸気や、ふたを開けたときはを量の 
蒸気びでますのでやけどをする 

恐れがあ。まず。 バ氣技/若 


A 

富温まち 



>水のかかるところやガステーブル 
などの近くでは使わない。 

故障•义災の原因となりまず。 ' 


オーブン 


0 





♦炊旗中やげ飯直をに持ち運ばない。 

炊飯中は高温のためを険でず。 

乾倒すると乂災•やけどの 

原因になりまず。 /ノ / / 


排気部 

同温江思 



Q 


•保温中に持ち達ぶ場合はやけどにま意ください。 
•特に排気部は高温になりますので、本体下部を持って 
ぐださい。 


参げ飯パの用途には使用しないでください。 

過熱-異甫燃焼による火災 
などの原因になりまず。 n n I グ 


0 



•巧飯中、炊飯直後はボタン•操作部•取っ手 
L ソ外は手を軸れない。 

高温になっていまずのでやけどをずることげありまず。 
特に幼児にはさわらせない。 


参機器の周囲に樹脂製品などの熱に 
弱いちのを置かない。 

変形または変色する恐れがあります。 


0 


接銷禁止 



♦お部屋の換気口 (給気口 •排気 □) は常に確保 
し、使用中は換気をずる。 

不完全燃焼の原因となりまず。_ 




•車両 ij 舶での使用はしない。 

使用中に機器が傾いたりし、 

乂災ややけどの原因になりまず。 


♦強い風の吹き込む巧では使用しない< 

炊きむ5など、おいしく炊けない原因 
となります。 


♦湯沸器の下では使用しない C 

巧気や水蒸気によって湯沸器が 
誤動作する原因となります。 


0 
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•電源コードを持って引き巧かない。 

里源プラグを巧くとさは電源コードを引っぱらない。 
電源コードを引っぱると断線して発熱ゃ発义による义 
がのおそれがありまず。必ず先端の 



♦機器本体-外ぶたにはま全に関ずるミ主意が表示してあり 
ます。巧れたり、読めな<なったとさは、やわらかい巧 
などで巧れをふさ取ってください。また、お手入れの際 
には、たねしなどは使わないようごを意ください。 


♦雷時のミ主意。 

雷が発をしはじめた5すみやかに 
星窗を中止し、覃源プラグをコン 
セントから巧いてください。 

雷による一時的な遏涅流で 
電子部品を損傷ずることび 
ち0まず。 




♦ガスコードは 2 mm 下で接続してくださし、。 

巧めてご掩巧になる時や、ガスコードを帖着した場含 
は、ガスコード巧に空気が入るために、1回の操作で 
点火しない場合がありまず。（デジタル表示が r 11 J で 
点飘。その時は r 則スイッチを巧して点おを稱除後、 
再度蚊飯操作をしてください。 

〇 


参点义したままでは、かまを給対に夕はない。 

•おず、消义ををえてから、かまを列ず。 

•必ず、かまをセットしたをで点义操作をして 
<ださし、 

やけどや過熱による义ぶなどの原因になりまず。 

0 



{な全上のごま患おずお守りください 

















お米の品種やげお、また料理ザ 
好みによってを水加怒を調節して 
ださい。（水加減の目安表） 

インデイカ穩の米(タイホなど)は、目岳より3 
めの水胡 g で巧いて < ださい。 


ジャポニカ種とインデイカ種にわかれ 
まず。ジャポニカ種は中短粒米で柔ら 
かく粘日があり、インデイカ種は長粒 
米で粘りがありません。曰本で作6れ 
ているのはジャポニカ種の短粒ボです。 
輸入米の巧表は、ジャポニカ種の加 
贿ホ、巧州米、中国米（中粒米）と 
インデイカ種のタイホ（長粒米）がち 



/CA け、、'!! 

包 T るづ 

额么かけ巧を， 

がお')み< と 



をみ穀だけを除いたものを玄米。 
めかと胚まを取0除いたをのを白米 
と呼びまず。白米には、めかを取り 
除く程度によって五分づさ米-兰分 
づき米寄があ。ます。また、玄米か百 
めかを落とし、胚芽をできるだけを 
く残ずよ5に精米したちのを狂ま精 
米といいまず。 


ガスの飯器で巧いたご飯がなぜおい 
しいか。それは強い义力を持つおが、 
かまを包み込むよラにして、むらなく 
—気に巧をあげるか5です。カニ巧 
ちパッチ U でをていまず。 

カニ巧や、おねばにラっ ^ 

ず5できるおこげがおい ベ 
しいご節の認明です。 巧八 
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か 


お米は、日光のあた5ない、風通し 
のよい巧に置いてくだをい。を蔵庫 
の野巧室ち最適でず。精米したお 
米は曰がたつにつれ巧が落ちていく 
ので、2遇間ぐ日いで使い切るのが 
いいでしよラ。また計量米びつを植 
つている場合は、お米を胃いをず時 
などにとさどさそラじをしてください 


おしんいこ借を炊くためには、たっふ’ 
りの水で手早く洗うのびこつでず。手 
早ぶ力でギュツギュツとづ Sfel どラ 
しをこずり合わせ、たっぷりの水で一 
気に洗し琉しまず。水び澄むまでしつ 
か0ずずいで < ださし、。 


1 


せっかくおいしいお米を還んでも 
それを炊<水びまずくてはだいな 
しでず。ちよつとせいた<でずが S 
ネラルウオーターを巧つてみるの 
ちいいでずね。 


季節にぶつてを 
お米の質は巧わる 

( M ) 

刈口入れから2〜3力月までのお米を 
新米といし巧が窝®ラまみげお D ます。 
しかし、吸か率げ度いので、ベチヤ 
つく傾向がちりまず。 



梅雨を過ぎると、お米の脂肪び酸化 
して吸水率が悪くな0、蚊きあびり 
は、パサパサしためか臭い巧きあび 
りにな0びちでず。 


曰本でつ <6れている 
品種は200種類な上 



コシヒカ U 、 ひとめぼれ、ヒノヒカ U 、 
あをたこまち、キララ397、キヌヒカ 
リ' 日本晴など日本では200種類な 
上の品種びつくられていまず。しか 
ち同じ品種でち産地や気おによって 
かたさやおいしさに違いびあります。 


1 ! 

// 




<采 

巧^ 

、ご 

は 

ん 


胚穿精米、麦ごはんは1時間く 5い 
水に浸して、目盛りよりをめに水力日 
減ずるだけ。特に白米と巧を方はを 
ねりません。 


おいしいご飯の 
豆知識 



よいお米には 
ごやがおる 

お米を買う時は、精米してか百日数 
がたっていないもの。ぉ米に透き通る 
よラなつやがあるちの。そして粒が 
そろってふつく百としているをのを 
還びましよラ。 


巧 K 米 

目盛どおり 

巧米 
カレー用 
巧巧巧 

目空よりみなめ 

巧質米 
腐再米 

目度よ0をめ 

古米 




無巧米は水を加えると表面に気泡びで 
さて、7たが吸収されにくくな0まず。 
1-2 度ずずし、でにごりを少なくしてく 
ださい。そのを r ひたしおを J をし 
てから炊飯をして < ださい。 

14-18 -20ベージを参照してください。 



お米や料巧によつて水加減 


お米は大キ J くわけて 
2種價 


お米は精米の程度で 
呼び名が変ねる 


ガス巧巧おは 


おいしいご飯の豆知識 


レが、おく 

ホつ々だ夕 


無統米を 
おいし<巧く 























さ部のち祿 



給気 □ (機器本かの底面にを気□びあ0ます。） 




W 呆溫したいとをに押す。 

>巧さあびりを自動的に保温 
になります。 

M 8 時間な温したいときは、 
通常のな温開始後ずぐに1 
回巧す。 


参が旗、タイマー巧飯すると 
さに巧す。 

参保温中に巧すと、ご飯をア 
ツアツに温め直します。 
(保窟中に1回押す） 

炊飯中、再加熱中はキーが 
赤色に光ります。 


参お急ぎ巧顔をセツトすると 
きに巧す。 


参キーの 押しまちびいを取 D 
消ししたいとをに巧ず。 

♦タイマー予約の取り消しや 
巧飯•保温をやめるとさに 
巧す。 


■操作部 . 

わお^■キーは r ピッ」と音び鳴るまで確実に巧してください。（時キー■分キーは音がしません。) 
パピ ッ J と音が鳴ると受けつけていまずので巧し続ける必要は ちりません。、 

已巧じ1上巧し続けると異常と判聞し、故障表をずることがありまず。ノ 

■キーを巧す時はおず手で操作してください。また、濡れた手で操作しないでください。 

■里源プラグをコンセントに差し込みまず 
表巧は説明のため全て表示していまず。実際は動作が態に応じて表示されます。 


お使いになる前に 


















時計の合わせかた 

^^9タイマーを使ってげく場合は、現在時刻び正しくセットされていないと、 
ごを望の時刻に炊をあびりません。 



2 


キーを巧して r 時」をセットする 


I キーを巧して r 分 J をセットする 


- 時刻 1 M 1 ^ 


ぐ - 



午前 を〔が 

「時 J をセット中 
r 分_!は点滅して 
いまず。 

午前 1 

1 

が 

5 


J_L 


r 時」 - r 分」キー 
は巧し続けると 
早送 D でをまず。 


午前-午後を確認 



押ず 


午前 


5が 


♦「時刻」の夕字び消なし、 
時刻合わせ完了。 

参どの手順でを次の手順まで 
約7秒ムソ巧に操作しなけれ 
ば、表示中の時刻がセツ K 
されまず。 


1回だけ点滅しまず 


午前0:00び出たとを 


参はじめてお使いのとを、全表示を点な後、午前0:00が出たとさは「時計の合わせかた」で現在時刻をセット 
してください。 

♦1 時間け上電源プラグを差し込んでおけば、里源プラグを巧いてち約1吕〜24時間は時計機能は動いています。 
表示は消えていますが、電源プラグを差し込むと、現在時刻が表示されます。 


♦電源プラグを24時間上抜いていた場合、時計表示は午前0:00となります。 


現在時刻がずれているとを 


参室温などにより、を少ずれることがありまず。その場合、「時計の合わせかた J で合わせ直してください。 
(炊飯中、タイマー予約中、保温中は合わせ直しびでをません。） 


■無洗米を巧くとをのごま意〈付属の無巧米専用カップを必ず巧う> 

•無洗米をこの穩器に付属の無洗米専用カップ （170 ml ) で計り、水は目盛のふつう位置にしてください。 

•炊飯かまに無ミ先米と水を入れると、米のデンプン質びおけて白くにごることがあります。1〜2度すすいで、このに 
ご D をとってからセットしてください。にごったまま炊飯するとデンプン質が巧;親し、炊飯不良の原因になること 
があ0ます。 

■炊きこみ巧飯のごを意 

•このの飯器は白米及び白米の巧をこみが飯がは、謂味料•具等のお咨でうまく炊けない場をがあるので、ピラフ 
等の洋風げさこみ（バター•ケチャップ筹を使用）は工夫して炊旗してください。 


巧用前の準備巧飯おの準備 


巧;飯かまをセツトずる 

♦峽飯かまの外側や底-摄の部分の 
か分や、米粒などの異物はふさと 
つてください。 


内ぶたをつけ、外ぶたを閉める 



参巧ぶたに巧ぶた取付パッキンを 
正しく取り付けてください。 
( P .2 日の r お手入れ」を参照して 
ください。） 

♦巧ぶたがついていることを確認 
し、カチツと音がするまで閉め 


てください。 


ガスコードを接続ずる 
電源プラグを差し込み、 
ガス栓を全開にずる 



I 鸣 

差し込むゴ*ッ，円 

調 


[目盛の合わせかた] 

A -やわ6かめ 

-ふつう 

，-かため 

お巧みに合わはてか加忍してください。 
(やわらかめ、かためは目巧です） 


水を入れる 


( RR -07 MKT 乙型） 


♦最小米蛋のが!巧時は、かため•や 
わらかめが変化しやずく、最大米 
置時は、ふきこぼれる場合があり 
ますので特に水里を正確にし、ひ 
たし時閨をじゅラぶんにとってく 
ださい。 

♦炊さこみごはんの場合、お米は 
最大の飯量70%む下での炊巧にし 
てください。こえた童で炊おを巧 
ラとラまく炊けないことびありま 
す。具の■は米の質置の30%〜 
50%び適■です。をずぎるとラ 
まく巧けないことがあ0まず。 

具はルさめに切り、米の上にのせ 
て米とまぜずに炊飯してください。 


巧用前の準備お米の準備 


お米を計る 

付属の lt « カッフず。き。1杯で 
約180 ml (1 合)です。（白米用） 
約170 ml でず。（無巧米専用） 


〇良い例 X 悪い例 



計量米びつより計■カップの方が正確 
です。巧を上がりびいつちと違った5、 
付属の計產カツプで確認しましよラ。 


2お米をとぐ 

♦たっぷりの水で手早く洗いましよラ。 
とぎ足りないとニオイ、 黄パミ、炊 
飯不良の原因になりまず。 

• 水を吸った米は割れやずいので泡立 
て器などを巧わないで手でといでく 
ださい。 



• かまのフッ素加工を長持ちさせる 
ためにはボールなどをご使用くだ 
さい。 


水加減ずる 


おホを水平にならし、炊飯量に合わ 
せて目盛まで水を入れてください。 
の飯かまの目盛は標準でず。お米の 
種類やお巧みに合わせて水加減して 
ください。両側にある目盛が同じ高 
さになるよラに合わせてください。 

-3カップのホをげくとを一 


お使いになる前に 
















ご as の巧をかた 炊飯を始めると、水温を上げてお米に吸水させるため 

炊飯には、3通りの炊き方があります。 

1 . 洗米ずぐ：洗ってずぐのお米を巧く場合 

2. 洗米おを：ミ先った後、じゅラぶん水にひたしたお米を巧く場合 

3 . お急ぎ；とり急ざご飯び必要なとき、洗ってずぐのお米をげく場合 


•炊飯 (洗米ずぐ-洗米おき) 



午前と I 


••し! 弓 


予巧〇 


® ® ® 鑛 



洗つでずぐのお米を巧く場さ(洗米すぐ) 



巧巧中の表巧 


啸 

祐ノ 


キーがホ色に 
光る 


感 


〇保温 
018時間 


〇保温 
〇巧時間 


〇保温 
〇巧時間 


〇保温 


幽 

况ぉノ 


むらし開お時 r ピッピッハ018時間 
I と消义をお知らせ ) 

•巧湿 

( rt - j とむらし完了、广巧 
、がさあび0をお妇] b せ J U 18 お「固 

キーのホをの光は消え、 

巧温ランプび桓色に点な 


▼ 


点义前 

/己秒間の砂読み後'^ 
予約〇 I 点乂 J 


ひたし巧き中 

点火•消乂を繰り返 
S が in すこともありますが 
な障ではありません。 


▼ 


〇 〇 


▼ 


Ic 


▼ 


:〇〇 


予約〇本炊き中 


む6し中 

むらし完了までの残り 
予約〇時間を表示 


I 快きあがり 
g 動的に保温 

予約〇保温経過時間を表示 


点义•消义を数回くり返します。にの時自動的にスパークしまずび故障ではありません) 


なったあとじゅラぶん水にひたしたお米を炊く場さ（洗米おき） 



公爲 


〇保温 
018時間 


ゆっくり 
続けて 
2回押す 


(巧し続けないでください。） 


洗米おぎ 


▼ 

▼ 


点火前 

，の^ "洗米おき"と表示 

そ約〇 されることを確認 

して < ださい。 

お米に水を吸わせるエ桓を短縮 
するため、洗ってすぐのお米を 
巧く場ちに比べ約11分早く炊 
さあび0まず。 




キーび 赤ちに 


ちとは巧ってすぐのお米を巧く場合と 
同じでず。 


a 


▼ 


V^noiB ノ 


'「ピー_!とむ5し完了 
V 炊さあび0をお知らせ 

キーの赤をの光は消え、 
保温ランプび桓をに点む 


参保温 
) 018時間 


炊をあがり 
自動的に保ミ豆 

予約〇保温経適時間を表示 

"巧米おき"表示は消灯 
しまず。 


CCtfll 

rilf>r 


ご巧び巧きあびったら杀分な水分をとばし、おいしく食べるために 
底からご飯全化をよくほぐしでください。 

ほぐしちれると水分び巧りご飯びベたつく原因となります。 


巧きあがりまでの時間の目安(気温-水温-米質により変化しまず） 


品名 

炊飯量 
(カップ） 

時 間份） 

洗米ずぐ 

洗米おき 

RR -05 MKT 2 

1〜 5.6 

約4日分 

約29分 

RR -07 MKT 2 

1〜 7.8 

約4日分 

約2白分 

RR -10 MKT 2 

2〜11 

約40分 

約2白分 


ひたし時間の目を 



春〜夏 

巧〜を 

白 米 

30巧 1 U 上 

已〇分な上 

無洗米 
胚芽精米 
g 入がブレンドホ 
古ホ^ 

60巧 1 U 上 

90分社 


ただし、12時間む上のひたしおさは腐巧 
およびげ飯不良の原因とな0ます。 


-巧めて炊飯器をお使いの時—— 

お使い初めに点火しますと、油の乾く臭いがず 
る場合がありますが、異常ではありません。 
これは工場出荷時の加工油び乾<ためです。気 
になる場合は2日分ほど煮沸をしていただけれ 
ば、徐々に臭いは無くなります。 


•玄米の炊飯について：発ま玄米はお米の袋に記載のげ飯方法で炊飯できまずが、玄米はげけません。 










ご飯の炊をかた 


• I 卜 A - fcX ^ =ど、かしかために*^さをびり、ちこげびでさることびを0まず。 

とり急ぎご飯が必要なときに使巧してください。（ひたしおきは必要ありません〇) 



("〇"のお急ぎマークは、巧飯中は点灯していまずが、巧きあがると 
消打しまず。） 

•洗ってすぐのお米を炊く場合より、約吕〇分早く巧きあがりまず。 

•炊きあがりを、自動的に保温になります。 

•洗米おを炊飯-タイマー炊飯はでをません。 


巧きあがりまでの時間の目ま(気温-水ミ豆-ホ質によりを化しまず) 


品名 

の飯量 
(カップ） 

時 間悅） 

お急ぎ 

RR -0 已 MKT 2 

T 〜己 .6 

約20〜28分 

RR -07 MKT 2 

1〜：7.8 

約20〜30分 

RR -10 MKT 2 

2〜11 

約20〜32分 



♦こげめ調節 

• こげめは11段階の調節びできまず。お好みにより調節してください。 

• こげめ調節はげ飯開始前に操作してください。 

• こげめ調節は洗米ずぐ.洗米おき-お急ぎげ飯のをてに適用されまず。 

.無洗米をお使いの場合は、こげやすくなりまず。白いにごりが無くなるまで洗米する 
とこげにく <な0まず。 


〇1峭巧 


(3 秒数 


3秒政上 
巧し続ける 


I f —確認：： 

」 111 I I / 、 -nn 

-0 0 〇 : > - U U 

V / I M I \-Li7 K - y 


( 時)（分 ） キーで、調節ずる。 


"確認"の义字が点滅 


( 時^キーで+己段階 


にげが強くなりまず） 


分)キーで一己段階 

(こげが弱くな0まず） 


(を意）工場出荷時は「00」に設定されていまず。 


Sr 時；午前 ず約。 iisiiiT . 


参途中^キーを巧ずと取り消しとなり、元の設定に戻りまず。 

•どの手順でち7秒な内に操作しなければ、表を中の値が記憶されまず。 
•-度設定ずると、記憶されまずので、毎回合わせる必要はありません。 


(注意）炊飯量が1〜2カップで、水量を E 角目盛より下に合わせた場合、こげめ調節をしても、 
こばが消をない場合があ D ます。水量をふやして<ださい。 


























■タイマー巧旗 

•必ず現在時刻を確認してください。 

現在時刻が合っていないと、予約した時刻に炊をあがりません。 
♦タイマー予約は1時間をか512時間内にしてください。 

♦あ5かじめ午前氏0日の予約時刻び設定されていまず。 



■げきあがり時刻を設定します。 

(例）午後7:3日分に合わせる場合 



mbmI 


ifflTt - 予巧き示が点灯し現を設を 

> されている時刻び点沼 


\ I I I 

て rm 

ruu 


、 fffl 才 「時」を設定中、「せ」び点巧 

巧し続けると早送りでをまず。 



押し続けると早送0でをまず。 


r 分 J は10分お位でセット 
でをまず。 

1回だけ点巧しまず 




^ + m - t . 予約時巧ををち了。5巧を、 

IT 9 現な時巧表示に戻る。 

♦途中で（の)キーを巧ずと、取り消しとなり元①設 
定に戻りまず。はじめか日やり直して < ださい。 
♦手順 1 〜 3 で、何も操作しないが態が 7 砂ムソ上続く 
と表示中の時刻び記憶され時計表おに戻りまず。 
參設定した時刻は次にを夏ずるまで、記憶していま 


迄) 


〇 «a 1示巧. 


1:30 


♦点滅している予約時刻を醒認。 

参前回の予約時刻を記憶していまずので、毎回合わ 
だる必要はちりません。 

♦予約時刻を変更ずる場合は、予約時刻の設定ち法 
の2か53の手順でやり直してください。 


必 


〇保活サ巧 
〇巧茄 „ 


T -30 


\巧ず ' - ' 

♦予約ランプが緑色に点灯。 

♦巧飯開始まで、予約時刻を表示。 

参7 お似内に操作しないと、表示が現在時刻に戻り 
まず。 

•点义時刻は予約時刻の 4 已分前でず。 

巧をあびると自動的にほ温になりまず。 


日 -00 


♦予約ランプび消灯し、保温ランプが憧色に点打。 
参"予約"表示は点：口したままでず。 


はじめか5やり直してくださし、。 



現を時刻を確認するとぎは 


タイマー待機中、モ約キーまたは時計キーを 
巧している間だけ、現在時刻を表示しまず。 




〇保温 
〇巧時間 


または 


手を離すと、予約時刻表示に戻りまず。 


タイ7—を®ラとまのポイント 


, 、 

す前 0 , 31 つ 

1 U-JU) 


"予約"表示が消灯し、 
現在時刻を表示しまず。 


予約参 



タイマーを使える時間をはずれると予約時刻 
通りに巧をあが0ません。 

■1 時間ホ满 

「ピピピピピッピピピピピッ J と鳴り 
ずぐ饮巧しはじめまず。 

■12時間13上 

r ピピピピピッピピピピピッ」と鳴り 
"予約時刻確誘"と12時間をの巧を上が0 
時刻を表示しまず。 


〇な温 I モ巧時巧!お認 

〇誦8 j 日予約 ♦ 

_ J 

現在時刻午前を 30 の場合 

予約時間を12時間内に强してください。 
そのままををされないと12時間をにがをあげ、 


炊巧かまを取り出ずとタイマー予約は取り消 
しになります。タイマー巧飯の手順に沿つて 
再度ず約してください。 


タイマーの使えないメニュ • 


巧きこみご湿などの具や調な料を入れるをの 
はタイマーを使わないでください。 

/具がいたんだり、謂ほ料がミ方殺して、 
、ラまく巧けないからです。 ) 

「お急ぎ」巧飯はタイマー快飯でをません。 


夏場のタイマー巧飯について 


夏場の長時間の予約 （10 時間上）ではひた 
しすぎにより、ごががおいしくない場合があ 
りまず。 



様な時は、白いにごりが無くなるまで洗米し 
てか5巧巧をずることをおずずめしまず。 


ご法びやわらかめに、巧きあがる場合は、水 
置をかなくしてください。 






















厭届 ___ 

巧:さあび0巧は自巧的に遇常の保通にな0ます。 

保温の選択 

•通常の保温（通常な温）と長時間用の保通 （18 時間な温）を選択でさまず。 

♦通常な温は電気のみで、18時間 f 呆ミ豆は電気とガスのダブルな温でニオイや黄ばみをおさえおいしさを 
長持ちさせます。 

♦ f 呆温中のご飯を炊をたてのようにアツアツに温める再加熱機能がついていまず。 

•炊飯かまがラさあび5ないよラに注意して<ださい。 

ごはんをほぐした0、よそラとさに恢飯かまがラさあびると、 f 果温が切れることがちりまずのでごま意ください。 
♦な温中は現在時刻を確認でをません。 



参長時間の停電などにより、冷めてしまった 

ご飯の再保溫ましないでください。 （例）1時間30分、保温経過の場合 

ニオイや黄ばみの原因になりまず。 


■万一、巧巧かまがラをあびり保温が切れてしまった場合- 



•再び、巧温を開始しまずび、経過時間の表示は0分か5スタートします。 


18 時間な温（長時間巧の保温) 


1 S 時間ほ温とは- 

通常保温に比べ、ごはんの温度を約71たに下げ、ガスと電気のダブル保温でおい 
しさを長持ちさせます。1 S 時間保温をする場合は、巧走あがり後ずぐ18時間保温に 
切り替えてくださし1。切り替えが遅くなると効果がじゅうぶんに得られません。 


ガス巧は、閉めないでください。 


§!な漲化 

(例）現在時刻、午前7 : 00、通常巧温開お直をの場合 



保温経過時間を表示。 


保温ランプが消灯し、 
18時間ランプび撞 
色に点!打。 

"確認"と点火時刻 
をミ小。 

加熱残り時間の表示 
に変わり、1秒毎の 
砂読みを開始。 

加熱時間は約8分。 
点义•消义を繰り返 
ずことちありまずが 
故障ではありません。 


「ピッピッ」と終了を 
お知5せ。 


再び保通経過時間を 
表巧 0 


♦おいしく食べるため加熱をまたは、食べる前に底からほぐずようにかきまぜましよう。 
保温は18時間までにしてください。 

参少量の保温時には、大さじ2〜3巧の水を加えるとパヴつきにくくなります。 

参ガス栓が巧まっている場合は点义せずに「ピピピピビッ、ピピビビピッ」と鳴り"確認"と 
イ栽宜経過時間を表示しまず。 

表示します 


'点义しなかった1 
k ときの表示 i 


♦保温 
〇巧時間 


確認， 

( 

t-u t 


予約〇 


自動的に通常保豆 I ; 
切り替わります 



















厭豆 


___ _ 再如親 

■巧加熱とは- 

保温中のご飯をガスによる加熱で炊きたてのように、アツアツに温め直しまず。 
いつでも、げきたてのおいしさが再現でをます。 

点乂、消乂を繰り返し、こげないように徐々に加熱しまず。 


•谢風 


ガス巧は、 


ないでください。 


(例）通常保通6時間経過をの場台 


〈通常保温中〉 


•保温 f 

omn !;で!广！ 
LI-UU 


予約〇 


保温経週時間を表示。 


屋) 


♦巧温 
018時間 



ホ約〇 


巧ず 


〈加熱中〉 


•保温 f 

。麵 8:日日 

V - ん 


予約〇 


〈加熱び終わると〉•巧温 
018時間 



，ピッピッ 


予約〇 


〈通常保温継続〉 


♦保温 
〇巧時間 


▼ 

〔 &G8] 


ご飯をよくほぐしてください。 


予お )0 


已巧間の秒読みを点义。 


幽 

扣•ノ 


キーび 赤色に 
光る 


加熱残り時間の表示 
にをわり、1巧毎の 
巧読みを開始。 

加熱時間は約8分。 
点义•消义を繰り返 
すことをありますが 
故障ではありません。 


「ピッピッ」と終了 
をお知5せ。 


再びな温経過時間を 
表で。 


♦が量のご飯の再加熱やくり返し再加熱すると底のご飯がこげたり、かたくなることがありまず。 

(水を大さじ2〜3杯程度かまふちか6加えるとこげやかたさはおさえられます。） 

♦ちえたごはんの再加熱はしないでください。ニオイや黄ばみの原因になりまず。 

♦ガスをが閉まっている場合は点义せずに「ピピピピピッ、ピピピピピッ」と鳴り"確認"と 
保温経過時間を表示しまずので、ガス栓を開け、再度操作をしてください。 


上手に保温しましよラ 


n 即き間保温」は 18 時間む内 

ニオイや変色、パサつぎなどご飯 

の冀化かすすみます。 

♦ご飯の蛋か’がないときは、18時間 ， 

お温の効栗びじゆラぶんに得られ 
ません。 

♦巧さあびりをすぐ「18時間保温 J 
に枕0曾是で< ださい。の〇鲁是 
時間び遅くなると効果がじゅラぶ 
んに厦られません。 

参18時間保温は18時間な巧を目ま 
にしでください。 


かがご^*.%‘ 


乾燥変色させない 
ために/ 

参ご飯を真ん中によせる。 


腐 


参ご飯のか分を逃さないよラ 
がぶたは植実に閉める。 


ご飯は炊きたてがぉぃしぃ 
r でもこんなことに気をつけると 1 

おいしくご飯を 
保温していただけます。 




r 通常保温」は12時間政内 

ニオイやラつすら変居、パサつぎ 
などご飯の努化びすすみます。 


停電した時は 

長時間厚電しでご飯ろ f ちえでしま 
つたら再度巧温しないよラにしで 
ください。 


ここび 

ポイント 


こんな保温はやめましよう 


少量のご飯をくり返し 
「再加熱」しなし、。 

ご飯びこげます。 

•再加熱をくり返すと董底のご飯 
びかたくなる場含びあります。 
參再加熱酱はご飯をよくほぐしで 
ください。 

•18 時間保温中の再加熱は、ご飯 
びかたくなる場合があります。 


IfTh ひと工夫… 


•通常保温で12時間 L ソ上♦かないご飯(お茶碗 
の保温 1〜2杯程度)の保温 

(18 時間保温は 18 時間 ua ：) ご飯の化巧び草く寒発し 
ご飯び努化しパサつぎ、 第化び草くなります。 

黄ノ'^ミ、ニオイの原因に 
なります。 

•ちえたご飯の再な温 参直接風び当たる場所 


(長時間厚電ち同じ） 
加熱する适みでご旗び 
こげたりいやなニオイの 
することびあります。 


での保温 

風び当たるところび冷や 
され、部分のに逼度な保 
温温度な下になり、結露 
か’発ちし、ご飯びぺたつ 
く恐れがあります。 


>しやちじを入れた 
ままの巧温 

しやちじについた雜菌び 
增殖する恐れがあります。 


>げきこみご飯や 
汁物などの保温 

具などに変質しやすい物 
か’あると努化が早くなり 
ます。 


参残ったご飯やみなくなっ 
たご飯はち凍保ちし、電 
寺レンジ等で温めなおす 
とおいしく貪べられます。 

参こまめなお手入れびおい 
しく保温するポイントで 
す。 P .25 の「おき入れ J 
を参照しでお手入れしで 
ください。 


1111 使ぃかた 


西] 










を面 


つゆ受け 


つゆ受け 

巧ぶたについたつゆは 
つゆをけにたまります。 
つゆまけ、本巧とちい 
つを清潔にしましよラ。 



外ぶたの内側、つゆ受け枠は毎回、 
よく絞ったふきんでふく。 

巧側の巧れのひどい時 

、、、'々’/_ ラずめた台所巧中性洗剤 
Q " X を這したふきんで巧れを 

落とし洗剤分が残らなぃ 
m ■ よラ十分水ぶ含したを、 

^ J からぶきしでください。 

心 洗剤分が残るとおをや、 

\—^ 割れの原因になります。 

藍性•アルカリ性の洗剤•クレンザー（み 
がをお）•アルコール•シンナー•ベンジ 
ン-金属たねし-ナイ□ンたねしなどは 
ベ'、巧わないでください。機器を場めまず。 

i § •膠 

た^料 I ミ■たりしナィロン 
みび5巧 I \>巧. た〇し 

アルカゾ巧巧巧 






感熱部はいつちきれいにしておく 


ご旗巧などの巧れび巧着しでい 
ると正常に巧班できません。 
ちれびこびりついて取れないと 
きは目の細かいサンドペーパー 
(400蚕程度)で表面に傷びつか 
ない程度にこすり取ってくださ 
し、。 

パー ナー か’つまった時は 
想ブラシやがをでおま入 
れする。 

ををのため手袋をはめでくだちし、。 1 

立消えを全装置の位置を動かさな 
いよ弓に、ま意してください。 

まの中巧部び汚れでいると 
うまく巧けないことびあります。 


巧巧かまおよびのぶたはアル S 製品です。 

食器洗いを巧器でおま入れすると、専巧洗剤の巧巧により表面び酸化してを色する巧れがあります。 

ク U — ニング方法 

巧き込みご飯や18時間保温のあとなど、ニオイび気になるときはクリーニングしてください。 


の快飯かまに水を入れ、がぶたを確実に閉める。 
⑤ r 洗米おき J モードでスタートし、10〜15分 
程度煮沸ずる。 


2回巧ず 


⑤切キーを巧して消义させたを、じゆうぶんにをえてから 
巧飯かま、内ぶたを取りがし、パッキン•フロートも取 





りがして水ないする。 

户消义直掛ま高温のため、取扱いにま意^ 
、して < ださい。 ノ 


をれいに 
水洗い 


巧ぃ かた 


困 









I こんな表示びでたとまは _ 

■故障表示と処置ち法 

機器および使用方法に不具合があった場合は、自動的にげ飯-保温を停止し、時刻表示部分に下記のよラな2けたの数 
字が点滅します。 


故障表示 

原 因 

赃置ち法. 

、、| い' 

ミな；7ミ^)欄强 

'け、、 

♦炊飯中に約 7 分な上の停電があったとを。 

•保温中に停電があり、ご飯が冷えてしまっ 
たと走。 

下記 r 停電したら J の炊飯中 7 分む上の 
停里のときの欄参照。 

キーを巧し、 r 切」にしてください。 
をえたご飯の再保温は黄パ= • 二オイ- 
八‘サつさの原因にな 0 まず。 

電モレンジなどでミ品めなおしてくださ 
い。 

ミ！た が点滅 

勺■、、 

•50 分攻上バーナーが燃焼したとさ。 

@キーを押し、 r 切 J にしてください。 

、、り ,' 

ご / 二び点滅 
'ィ…、、 

ミ, 1 ざミ が点滅 

•ガス栓の開け忘れなどで正常に点乂しな 
かったとさ。 

@キーを押し、一度 r 切 J にし、ガス栓 
を確認してください。 

巧きあがりを確認し、再炊飯してくださ 
し、。（おいしく蚊けない場合があります。） 

•の飯中に点义ミスや異常ミ肖火したとさ。 

♦巧飯中にガス栓をしめたとき。 

♦ガス栓がを開になっていないとき。 

キーを押し、一度 r 切」にしてから、 
ガス栓をを開にし、再蚊飯してください。 

、川 ,' 

ご- W ご び点滅 

勺ぃ、 

•本体にふさんをかけるなどして、 

里縁センサーが過熱したとを 

@キーを巧し、蓋縁センサーが冷え 
てから再操作して < ださし、。 


再び同じ状態になるときは、「故障かな？と思ったとき財の項を参照の上、アフターサービスをお申し込みください。 


驾賠譚縫乾げ^ 

•スイツチを1己秒む上巧し続けたとを。 

@キーを巧してち再使用できない場 

雜講 織が占诏 

mm ; 

•センサー等が異常です。 

合は点検が必要ですから、お買い上げ 
の販売店、またはをよりの当社へご連 
結ください。 


■停電した5 

(途中で電源プラグを巧いた0、ブレーカーが働いたときも同じでず。） 
♦停耍中、表示はすべて消えていまず。 


炊 飯 中 



タイマー予約中 


巧7分む巧の惇電のとを 


自動のに復帰し、そのまま炊 
飯を続けまず。 


自動的に復帰し、そのまま保 
温を続けます。 


が]7分凶上の停電のとを 


炊飯を停止し、 ミ見嗦 を表示します。 

停止した場台は、@キーを押してか5、キーを2回 
巧して(洗米お走)、再蚊飯ずることがでさまずが、おいし 
く炊けない場合びちります。 


そのまま保温を続けます。（ただし、停電中にご飯がをえ 
てしまラと保豆を厚止し、ミ III を表示します。） 


予約時刻通りげきあがります。ただし、饮飯開始時刻まで停電が続いた場合は、巧をあがり 
が遅れたり、停止し、き!!!を表示ずることがありまず。惇止した場合は、@キーを巧して 
から、（總キーを2回巧して(洗米おを)、再巧飯してください。 


• 巧障かな？と思ったとをは 

■故障.異常の見分け方と処置方法 

ご使用中にふだんと違った状態になったときや、 

不都合び生じたときは、そのままお使いにならず、 

直ちにご使用を中止してじゅうぶんな点検をお願いしまず。 


A 警告 


を庙中に異*巧思じたとぎはずぐに使巧を中止ずる。 

① あわです、巧ス柱をなめる。 ③ ■巧フラグを巧く。 


現を 

•お調べいただ< こと づ•処■方法 

表示がでない 

♦巧源プラグがコンセントに差し込まれていまずか。 

与>電源フラグをコンセントに差し込む。 

点义しない 

•ガスコードに空気が入っていませんか。づガスコードは 2 m じ(巧にする。 

夕 

-< 

マ 

1 

巧 

巧 

の 

と 

さ 

予約時間に巧さ 
おびらない 

参ガス栓が全開になっていまずか。 

与•ガス栓の開さび不十分だと、火力不足でげ飯時間が長くなり、やわ5かめの 
巧をあび0になりまずので、必ず全開にずる。 

•現を時刻や予約時刻は、まちがっていませんか。 

づ時刻は正しくセットずる。 （ P .13 参照） 

予約セツト時アラームび 
鳴りずぐのさはじめる 

参1時間未満の予約をしていませんか。 

与■炊飯に、 約2已〜40分かかるため、ずぐ炊をはじめます。 

巧 

巧 

中 

ふをこぼれる 

* . V 

•お米の置、水加減はまちがっていませんか。 

づ付属の計里カップでお米の■を確かめる。水加減は水平な場所で、両測の 
目盛0で合わせてください。無洗米は専用の計■カッフで計ってください。 

•巧飯かま•內ぶた•フ□-卜•パッキンなどは、付け忘れたり、変おしていませんか。 
=>正しく取り付ける。変形した部品は交換する。（有償） 

♦洗米したを、ずぐに洗米おさモードでげいていませんか。 

与洗米したをずぐに巧飯ずる場合は洗米ずぐモードでが:飯してくだをい。 

巧 

さ 

ち 

び 

む 

ご飯びかたい 
ご飯にしんがちる 
(炊飯の早切れ） 

♦無洗米をひたさず炊いていませんか。ミホ米を、ザルなどで水をりなどしていませんか。 
=>ミホ米をは必ず水にひたし、吸水させてください。無洗米は専用カップを巧用。 
づヴル上げずると割れ米になりやすく、割れ米が 20%1 U 上では早切れします。 

•ひた し時間は適正でずか。（ひたしおをのお米を炊く場合） 

与白米：春〜夏30分 1 U 上が〜を巨0分む上 （ P . 16参照） 

•1 炊飯かま. 巧ぶた•フロート•パッキンなどは、付け忘れたり、変形していませんか。 
正しく取り付ける。変おした部品は交換する。（有な)蒸気もれびをいとかたくなります。 

参1 なをこみ-ピラフ等を巧いていませんか。 （ P .14 参照） 

づ•米置をがなめに、具は細かくして上に柔せて炊くなど工夫をしてください。 

ご飯がやわ5かい 
ご飯びベたつく 

•正し < 洗米していまずか。 

与力を入れずぎた0、お湯でおホをとぐと砕けて割れ米になるのでかでやさしく 
ていねいにといでください。無洗米は専用カップを使用。 

参炊きあがったご飯をほぐしましたか。 

づ•む5しび終ったらを分な水分をとばすため、でさるだけ早く底か5よくほぐず。 

ご飯びこばる 
オブラート状の廣び蓋の 
周囲に張るのは正常です。 
(お米か5出たデンフン 
び膜になつたちのです） 

•よく筑ホしていまずか。無洗米の種類によってはこげやすいをのがあ D まず。 

づ水びされいになるまでよく洗ラ。めか分び残っているとこげまず。 

•調味料は入れていませんか。 

=>調巧料は、ご飯よ0ほい温度でこげはじめるので、気になる場合は調味料の分 ま 
をひか无めにして < ださい。 

♦感熱部や炊飯かまの底にご飯粒びついたり巧れたりしていませんか。 

与いつちをれいに保つよラお手入れしてください。 

参長時間ひたしていませんか。無洗米をつかっていませんか。 

=>ひたし時間が長くなると（タイマー巧巧を含む）粉米がかま庭になみこげやすくなります。 

参こげめ調節の強さは、適切でずか。 

与> 適切な調節にする。 

巧 

ミ互 

中 

乾揉. "リパリ 

•長時間の保温をしていませんか。 

=>保温時間に比例して、乾爆びずずみパリパリになりまず。 

通常保温で12時間、18時間保湿でち18時間政上は保温しないでくだをい。 

♦炊館かま’巧ぶた•フ□—卜•パッキンなどは、付け忘むたり、変おしていませんか。 
正しく巧り付ける。変おした部品は交換ずる。（有な)裹気びもれると乾戾がすずみ、パ U バリになりまず。 

♦少量のご飯を保温していませんか。 

づ•み董のご飯は乾燥します。炊飯かまの中巧に山型に集めてください。 

変色してにおいがする 

参冷めたご飯のつぎ足しをしていませんか。づ•一度をめたご飯はな温しない。 

♦正しく洗米していますか。づ•めか分び残らないように水びきれいになるまでよく洗う。 

参通常保温で12時聞於上保温していませんか。 

=>12時間をこえる場合は一度クリーニングをして;夕回より長時間保温に切り替える。 

ご飯がベたつ< 

♦炊をあがりを、ご飯をよくほぐしましたか。 

づ•むらしが終わったら底からほぐし、を分な水分をとばず。 


Ui 上のことをお潰べの5え、なお頁萬のおるとをは、お S い巧めの巧ち店、またはをよりの当社へ連箱してください。 



函 













































た 


2日日 (05 MKT 2) 
266 (07 MKT 2) 
296 (10 MKT 2) 


長期聞ほわないとまは 


里源プラグを巧ささ部の巧れを取除を、十分に乾燥してか6ほこりなどの異物び入5ないよラにビニールに包み、 
お巧めになったとさの箱に入れ湿気やほこ0の少ないところへな管してください。 

1 特にガス通路部（ガス接続口）には、ほこりが入ってガス通路をつま6せないよラに、お買い上げになった隐に 

取付けられていたキャップをガス接続□にはめてください。 

M アフターサービスについて 


アフターサービス（点ち-修理）をの巧される前に 


■ r が障かなと思つたとさは」の巧を見てをう一度ご確認ください。それでち不具合な場合、あるいはご不明な場合は 
ご自分で修理なさらないで、必ずガス栓を閉め里源フラグを巧いてからお買い上げの販売店か当社にご連絡くださし、。 

※アフターサービスをお申しつけの席は、次のことをお巧5せ<ださい。 

①製品る-ガスの種巧 ④ご住所-お名前.電話番号 

⑤形式の呼び（銘巧表示のをの） ⑥巧間ごを望日 

⑤が南または異巧の巧容（でをるだけくわしく） 


■お客様の個人巧報の取0巧いについて 

•省社は、お客様よりお知6せいただいたお客様のお名前-ごな所•巧話番号などの個人情報を、サービス活動およ 
びま全点ち活動のために利用をせて頂く場合がございまずのでご了をください。 

-当社は、機器の修理や点検業務を当社の協力会社に委託する場合、法令に基づく義巧の履行または権限の行使のた 
めに化要な場合、その他正当な理由びある場合を除さ、当社 L ゴ外の第兰者に個人情報を開示-提供はいたしません。 


起居される場さ 


■ガスには都市ガス数種類および L P ガスの区分びあ0まず。 


必警告 


巧スの種巧ザ異なる巧巧へ巧居される《合は、巧 S •改進の化要びち0ます。巧居巧の巧スの》 
巧を巧田のラる、お貢い上げの巧巧店、またはをよ0のガス事業ま(巧洽業苦)にご巧おください。 


■馬居にともなう調整や改造に有ずる費用は保記期間巧でも有料となりまず。 


巧証について 


■裏表紙が保認書になっています。 

■当社は保証害に記載してあるよラに、機器の販売を、機器にお障びある場合、一定期間と一定条件のもとに、無料 
修理に応ずることを約束いたします。（詳細は保12»をごおください。） 

■保証書を紛失されまずと保証期間巧であっても修理黃をいただく場合びありまず。 


補侵巧性能部品の巧有期間についで 


■補修用性能部品保有期間は、当製品の製造巧ち切りを6年間となっていまず。（捕修用性能部品とは、その製品の 
機能を維持ずるために必要な部品でず） 


アフターサービスなどの連結巧 


■お買い上げの販売店か、缉なにご連絡ください。 
■別添の「連絡先」一お表を参照してください。 


消耗部品はお買い上げの販売店、またはもよりの当社でお買いホめください。 

■巧飯かま（フッ素樹脂加工） 

使っているラちに、色む5- A ガレがでさることがありまずが食品衛生法の基準巧で問題はありません。 

ご使用に不便ををたすよラにな0ました6、炊飯かまだけをお買いホめください。 

また、か飯かまが凸凹になっている場合は、炊飯かまの交換が必要です。 

■その他の部品類 

巧ぶた.巧ぶた取巧パッキン.フ□-卜.巧ぶたパッキンの変形.破損.ち化などで、ご使用に不便をきたず 
よラになりました5、その部品だけをお買いホめください。 

しゃをじ-つゆ受け-を気□なども同様でず。 



おち 

RR-OSMK 下2 

RR -0 フ MKT 2 

RR-IOMK 下2 

1 

洗米ずぐ な (カッブ） 
ががおを C (カツブ〉 
お みぞ 0 (カッフ） 

0.18 — 1.0 (1—5.6) 
0.17—0.95 り〜 5.6) お巧米 

0.1 8 ~1 .4 リ~ 7.8) 
0.17—1.33 C 1 一 7.8) 巧洗米 

0.36~ 1.98 (2 ~ 11) 

0.34〜1.87巧~…ぉ洗米 

隱 

7^ さ （ nun ) 

268 

300 

301 

烟 ( nun ) 

266 

266 

296 

興 巧 Crnm ) 

361 

361 

391 

X m 

7.2 kB 

7.6 kg 

8.4 kk 

ガ 

囊 

ISA -1 3 A - LR 3 

ガスコードい J 、 口径あ速継手） 

6 A • SC • し1 • し2 • L 3 

ガスコード < m /4 ネジ接病） 

巧顶 

AC 100 V 50-60 HZ 

養 

•巧 飯時 

1 4 W 

1 4 W 

1 4 W 

巧巧消巧巧力 

210 W (待《拘ミ肖《«力1 . SW ) 

210 W (待巧時消《巧力 1. SW ) 

230 W (巧巧時消 gg 力 I . SW ) 

巧 乂方巧 

这統スノ くーク片式乂 

» 减コード長さ 

1.4 m 

が属あ 

が■カップ（ち米用-巧满米用を1恼）-しゃをじ-巧巧が明書（巧 SE 書巧）- r 連活巧 J—K 巧 


•仕柏61ホなちのため予告な < 巧巧ずること力'!最〇ます。 


個別ガス消費量 



1 時巧当 O のガス消費 ■ 

mms7^)U=y ― をミ_の呼 ひ 

RR-05MKT2 

RR-0 フ MKT2 

RR-10MKT2 

LP ガス kW (kg/h) 

2.03(0.145) 

2.03(0.145) 

2.03(0.145) 

13A kW (kca ン h) 

12A kW Ckcal/h) 

2.15 (1850) 

2.15(1850) 

2.33(2000) 

2.00 ¢1720) 

2.00 (1720) 

2.17(1870) 

- - をさ^呼び 

RR-05MKT2-1 

RR-07MKT2-1 

RR-10MKT2-1 

6A kW (kcal/h) 

1.86(1600) 

1.86(1600) 

2.03(1750) 

己 C kW (kcal/h) 

1.86 ¢1600) 

1.86(1600) 

2.03(1750) 

し U6B ， 6C‘7C)kW (kcal/h) 

1.86 ¢1600) 

1,86(1600) 

2.03(1750) 

し 2 (5A • 5B • SAN) kW (kcal/h) 

1.69(1450) 

1.69 (1450) 

1.86 (1600) 

し 3 (4 A • 4B • 4C) kW (kcal/h) 

1.69(1450) 

1.69 (1450) 

1.86 ¢1600) 


かお寸ミ去 挫位圓〕 


仕様 



消耗部品について 


( W1 > I1AIOO 1 . 6 の 
白) L 揖 
ぶ一 > I1AI 岂ご 9S 





困コた 4J をは 


( wl > IIAICn ご窝 
( WJL > iio ) 涅 S 




















を希本ホホホホホホ希ホホホホ本ホホ难ホホホ希希布ホホホ希养ホホホホホホホホを希乖带乖ホ本ホホが 

•を の 

赏形式の呼び RR-05MKT2 - RR-07MKT2 - RR-10MKT2 
I RR-05MKT2-1- RR-07MKT2-1* RR-10K 

肯 リンナイ電子ジャー付ガス炊飯器 


保証書 


この製品は厳密なる品質管理および検査を経てお届けしたものです。 _ 

本書は、お客様の正常な使巧状態において万一故障した場合に、本書記載巧容で無料修理を巧うこ 
とをお約束するものでず。 


し保証期間は、お買い上げの曰か51年間とし、機器本体を対象としまず。 

保障期間中故障び発生した場合は、本香をご提示の上、お買い上げの販売店に修理をごな頼ください。 

2 . ご乾居の場合は、 ま 前にお貢い上げの販売店にご相談ください。 

3, ご贈答品などで本な話害に記入してあるお貢い上げの販売店に修理び巧頑できない場合には、別添の「連絡先」 
—ち表をごちの上、お近くのリンナイ交:社.安店.営業所’出張所にご相談ください。 

本保团 S は再凳巧いたしませんので大切に保存してください。 

5. 巧紐についての規定は下記をごちください。 

無料修理規定 

I 取の說巧誉、本巧お巧ラベルなどのを届需に巧った正巧な（へ）本誉にお黄い上げ年ち曰、脏巧巧るのき S 入のない場合あ 
埋用が巧で巧 g した巧合には、お夏い上げのお荒店または るいは字 巧る g き替えられた巧合。 

をよ 0 の辉社巧□が病料を理いたします。 （卜） ち ちな 使用巧巧 ( as ) の使用による巧酉および 

2. な SiEffl 間巧に化居して巧料お理を受ける巧きは、お民し、上 

げの巧责店にご依頼の上、出張後理に巧して本»をご提示 ^|^^^|1社ど|^^热«巧更に伴うな巧 . 围巧の巧合。 
くだごい。 ま日本。。てのみ有巧です。 

なお、離 g およひ巧»に準ずる适巧地への出張做！ 迎^^^ his warranty only in Japan . 

た巧合には、出巧に要するミ*を申し受けます。※この保扭•は本以た巧巧、ま:件のをとにおいてお 

3. おな巧巧巧でを:欠の巧合には有料修理になります。^^^ 料修理をお約まずる さ® g す。巧つてこの巧扭■によつて 

(イ）巧用上の误〇およぴ不当な悔巧やなちによる故西 為®^ 巧な需を発巧して いる^^班興 任吾)、およ口そ〇むかの 

坦傷。 巧菜者に対するお客 挣(?55)^ の宿ネリを制限ずるをのでは 

(□) お*い上げをの取巧巧所の移苗)’ を下などによる故巧^^^ ありません。 お*1巧间経5^^^巧巧などについてご不明の 
よび巧。。 巧合は‘おちい上げの販売) SBt は別ホの r 适巧を」一!!表 

( A ) 义が、水奋、巧 S 一ち 函.そのイ也の天が地を' な害や 興^^ ご K の上、 お近くのリン：^^を± • 玄店 - まお巧 • 化巧 
巧巧圧による 视 d も: ぴ巧《。 にお巧い合せください， 

(二）一巧家ち を ま、第務巧の良時間使用.巧両' 巧間経過をのを理.巧倍 巧!® If 品の巧有期巧につい 

お)16>^^^^^^游1^打た免合の故面およ口巧な。 は30ページをご!! くだ 

饰な ぃ巧气•入 

日ぉょ則 細^^^ A 


連絡巧 


本 お：な352 (361) 巧りテ454•脚でを古屋巿中川区宿を町2番26号 
聞まミな 003(3471) 90の〒 140*0003 東京都逊 II 区南巧が了目のき7号 

大巧ペルボート Effil 2 F 

ま巧ま巧 003(3471)9047 干140.0003東京が品り I 区巧大井 ST 目22香7号 

乂森べルポート E 館に F 

化閱ちま店0048 (667) 4321巧31が11さいたミ巧化区き野巧 1 T 目 396-1 
東頭ま夏店0043 (273) 33班巧61ぶ啟千塞巿美お区*張西打目 7-1 
南関索す店 ®045 (320) 3051巧21が班横お巧巧累 )11 区=ッ巧上の4ま10号 


東化まな 0022(838)8315 t984-0002 化台巿若巧区卸のま IT 目5 — 5 
ネし巧ち店 eon (281)2506 〒〇 60*0 的 1 札巧巿中巧区化一条東 2 了目 
巧場ま店 0025 (247) 6610 巧扣が 64 巧為巿ま区®巧 2 T 目1 -74 
中がま社 0052 (363) 8001 ¥454-0802 をる屋市中川区福ほ町 2 を 26 号 
関西でれ 006(6786) 3601 〒巧か 0014 义巧巧西区化®江 3 T 目1日ま21号 
広*ま岳 0082(277)5131 = P 7 なが 33 に馬市西区商エセンター 3 T 目 4 き 21 ち 
巧讼安ち 0087 (821 )8055 巧 60»0066 ちお市福岡巧 2T 目 11 番 S ち 
九州安:な 0092(281)3234 〒目で* 0029 备岡巿巧を区古門戶扣 2 ま 3 号 


1111111 哩9圓11 
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